
近
代
語
に
み
ら
れ
る
「
ト
ル
」

と

「
ヨ
ル
」
に
つ
い
て

増
　
井
　
典
　
夫

は
じ
．
め
に

　
筆
者
は
、
国
語
学
会
二
〇
〇
一
年
度
秋
季
大
会
（
一
〇
月
二
一
日
於
福
井
大
学
）
に
お
い
て
「
保
科
孝
一
の
〈
言
文
一
致
〉
観
と
〈
ト
ル
・

ヨ
ル
〉
観
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
発
表
を
行
っ
た
が
、
当
発
表
で
は
、
先
学
の
研
究
を
顕
彰
し
つ
つ
、
国
語
学
の
研
究
が
き
ち
ん
と
先
学
の

研
究
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
検
証
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
問
題
提
起
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
行
っ
た
面
が
あ
っ
た
。

（
そ
の
発
表
の
内
容
は
、
増
井
典
夫
（
二
〇
〇
二
）
「
明
治
期
口
語
研
究
の
新
展
開
に
向
け
て
1
標
準
語
と
保
科
孝
一
、
尾
崎
紅
葉
、
そ
し
て

「
ト
ル
・
ヨ
ル
」
1
（
『
国
語
論
究
9
　
現
代
の
位
相
研
究
』
明
治
書
院
）
の
中
で
記
述
し
て
い
麗
。
）

　
国
語
学
・
日
本
語
学
に
限
ら
ず
、
全
て
の
学
問
は
先
学
の
研
究
を
き
ち
ん
と
踏
ま
え
た
上
で
行
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
も
の
だ
、
と
言
い

切
れ
る
も
の
だ
と
思
う
が
、
筆
者
は
、
今
後
も
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
き
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。

　
さ
て
本
稿
で
は
、
先
の
発
表
で
取
り
上
げ
た
内
の
「
ト
ル
」
と
「
ヨ
ル
」
に
つ
い
て
、
近
代
語
研
究
と
い
う
面
か
ら
今
一
度
問
題
点
の
考
察

を
行
い
た
い
。
特
に
、
ヨ
ル
に
力
点
を
置
い
て
自
分
自
身
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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二
　
近
世
・
明
治
期
の
「
ト
ル
」

　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
近
世
・
明
治
期
の
ト
ル
の
使
用
に
つ
い
て
再
確
認
を
行
っ
て
い
く
。
ま
ず
は
前
田
勇
の
辞
典
で
の
記
述
を
見
て
み
る
。

　
と
る
《
助
動
ラ
五
》
動
詞
連
用
形
に
つ
く
。
…
…
て
い
る
。
…
…
て
お
る
。
「
そ
ん
な
と
こ
で
何
し
ト
ン
ね
」
「
よ
う
わ
か
っ
ト
リ
ま
す
」

　
（
『
上
方
語
源
辞
典
』
、
一
九
六
五
年
、
東
京
堂
出
版
）

次
に
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
の
記
述
を
挙
げ
る
。

　
◇
と
る
【
連
語
】
　
そ
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
意
を
添
え
る
。
…
…
て
い
る
。

　
圃
幽
東
京
語
の
「
て
る
」
に
あ
た
る
。
同
じ
く
「
て
お
る
」
か
ら
「
ち
ょ
る
（
じ
ょ
る
）
」
と
な
っ
た
地
方
も
あ
る
。
ま
た
、
地
方
に
よ
っ

　
　
て
は
、
「
書
い
と
る
」
と
「
書
き
よ
る
」
と
を
区
別
し
、
後
者
を
動
作
・
作
用
が
進
行
中
の
状
態
に
い
う
の
に
対
し
て
、
前
者
を
結
果
の

　
　
残
存
す
る
状
態
に
用
い
る
。
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）
（
初
版
の
記
述
も
同
様
）

さ
て
、
保
科
孝
一
は
ト
ル
を
口
語
の
標
準
的
な
音
韻
変
化
と
し
て
い
る
。

　
　
テ
イ
ル
、
デ
イ
ル
、
テ
オ
ル
、
デ
オ
ル
わ
、
実
際
発
音
す
る
際
に
、
食
ツ
テ
ル
、
死
ン
デ
ル
、
枯
レ
ト
ル
、
遊
ン
ド
ル
と
い
う
様
に
、

　
融
合
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
『
日
本
口
語
法
』
三
〇
四
頁
）
、
（
明
治
四
四
・
一
九
＝
、
同
文
館
、
〈
勉
誠
出
版
よ
り
復
刻
〉
）
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こ
の
記
述
の
あ
と
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
僕
ワ
、
花
ワ
、
コ
レ
ワ
、
ソ
レ
ワ
、
酒
ワ
等
の
形
式
が
、
実
際
の
発
音
に
お
い
て
、
ボ
ク
ア
、
ハ
ナ
i
、
コ
リ
ヤ
、
ソ
リ
ヤ
、
サ
ケ
ー

と
い
う
様
に
融
合
す
る
こ
と
が
あ
る
。
然
し
こ
れ
わ
鄙
俗
の
語
で
あ
る
か
ら
標
準
語
と
し
て
わ
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
食
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ
、
取
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ
、
行
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ
等
の
形
式
が
、
実
際
の
発
音
に
お
い
て
、
ク
ツ
チ
ヤ
ツ
タ
、
ト
ツ
チ
ヤ
ツ

タ
、
イ
ツ
チ
ヤ
ツ
タ
と
い
う
様
に
融
合
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
鄙
俗
の
語
で
あ
る
か
ら
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
（
略
）

　
固
よ
り
中
に
わ
標
準
的
の
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ボ
ク
ア
、
ハ
ナ
i
、
サ
ケ
i
、
ク
ツ
チ
ヤ
ツ
タ
、
行
ツ
チ

ヤ
ツ
タ
と
い
う
様
な
も
の
わ
、
標
準
語
と
し
て
わ
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
も
の
わ
、
す
で
に
標
準
的
の
も
の
に

な
つ
て
居
る
か
ら
、
之
を
捨
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
（
同
書
、
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
）

こ
の
よ
う
に
保
科
は
ト
ル
を
標
準
語
と
み
な
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
近
世
以
降
の
ト
ル
の
例
で
あ
る
。
二
例
ほ
ど
挙
げ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
て
　
　
し
つ
と

　
◎
ば
ん
と
う
「
わ
た
し
も
、
き
の
う
の
け
ん
か
は
封
人
を
知
居
り
ま
す
が
　
（
「
浮
世
風
呂
」
文
化
六
・
一
八
〇
九
～
文
化
十
・
一
八
＝
二
、

　
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
三
、
二
四
九
頁
）

　
◎
ボ
ー
イ
に
掃
除
す
る
や
う
に
云
ひ
つ
け
て
お
き
ま
し
た
ん
で
す
。
ど
、
綺
麗
に
な
つ
と
る
か
知
ら
ん
　
（
有
島
武
郎
『
或
る
女
』
明
治
四

　
　
四
・
一
九
一
一
～
大
正
八
・
一
九
一
九
、
初
版
一
〇
七
頁
）

ま
た
、
尾
崎
紅
葉
『
多
情
多
恨
』
（
明
治
二
九
・
一
八
九
⊥
ハ
）
に
お
い
て
は
、
ト
ル
は
計
＝
八
例
見
ら
れ
る
が
、
主
人
公
の
柳
之
助
の
み
の
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使
用
で
あ
る
。
（
一
方
、
友
人
の
葉
山
は
テ
イ
ル
・
テ
ル
の
み
の
使
用
で
あ
る
。
）

◎
「
そ
れ
だ
か
ら
、
何
と
か
方
は
あ
る
ま
い
か
と
聞
く
の
に
、
君
は
お
島
に
惚
れ
と
る
も
ん
だ
か
ら
…
…
。
」
（
柳
之
助
）

　
「
お
い
く
大
概
に
し
て
く
れ
給
へ
、
惚
れ
て
る
と
は
余
り
だ
よ
。
」
　
（
葉
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
紅
葉
全
集
（
岩
波
書
店
）
』
第
⊥
ハ
巻
＝
六
頁
）

◎
「
未
だ
解
ら
な
い
の
か
い
、
是
は
怪
し
か
ら
ん
！
　
君
は
酔
つ
て
ゐ
る
か
ら
だ
、
…
…
。
」
　
　
　
　
（
葉
山
）

　
「
酔
つ
と
る
よ
り
腹
が
減
つ
と
る
。
」
　
（
柳
之
助
）
　
　
　
（
『
同
』
二
三
二
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
、
ト
ル
は
東
日
本
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ト
ル
は
、
明
治
期
に
は
「
標
準
語
」
と
認
め
ら
れ
た
り
も
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
右
に
挙
げ
た
、
『
多
情
多
恨
』
で
の
用
例
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
ト
ル
は
、
い
わ
ゆ
る
「
役
割
語
」
と
い
う
観
点
で
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
（
「
書
生
言
葉
」
の
特
徴
の
一

つ
と
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
）
な
お
、
「
役
割
語
」
と
は
金
水
敏
に
よ
る
用
語
で
、
例
え
ば
金
水
（
二
〇
〇
三
）
『
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
日
本
語

役
割
語
の
謎
』
（
岩
波
書
店
）
で
は
、
そ
の
の
例
と
し
て
、
「
博
士
語
」
（
「
じ
ゃ
」
、
「
ん
」
「
ぬ
」
、
「
と
る
」
「
お
る
」
等
を
挙
げ
て
い
る
。
代
表

例
と
し
て
は
手
塚
治
虫
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
の
登
場
人
物
「
お
茶
の
水
博
士
」
の
言
葉
づ
か
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

お
茶
の
水
博
士
「
親
じ
ゃ
と
？
　
わ
し
は
ア
ト
ム
の
親
が
わ
り
に
な
っ
と
る
わ
い
1
（
『
鉄
腕
ア
ト
ム
①
』
九
二
頁
）

　
ま
と
め
る
と
、
ト
ル
は
明
治
期
に
は
「
標
準
語
」
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
も
あ
っ
た
が
、
現
代
の
全
国
共
通
語
で
は
、
「
役
割
語
」
の

よ
う
な
用
法
の
み
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
用
法
の
変
化
に
つ
な
が
る
き
ざ
し
が
、
既
に
明
治
期
の
用
例
か
ら
見
ら
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れ
た
、
と
も
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
は
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
三
　
近
世
上
方
語
と
近
畿
・
東
海
方
言
で
の
「
ヨ
ル
」

　
一
方
、
ヨ
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
前
田
勇
の
辞
典
で
の
記
述
を
見
て
み
る
。

　
　
よ
る
《
助
動
ラ
四
》
「
を
る
」
の
誰
。
動
詞
連
用
形
に
つ
き
、
軽
い
罵
り
の
気
持
を
表
わ
す
。
元
禄
期
に
す
で
に
現
れ
、
時
と
共
に
盛
ん
に

　
　
　
な
る
が
、
完
全
に
「
を
る
」
に
取
っ
て
代
わ
る
の
は
現
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
（
『
近
世
上
方
語
辞
典
』
、
一
九
六
四
年
、
東
京
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
よ
る
《
助
動
ラ
五
》
第
三
者
の
動
作
を
押
れ
、
ま
た
は
ま
た
は
軽
く
侮
っ
て
い
う
。
男
性
専
用
語
。
〔
語
源
〕
「
を
る
」
の
誰
。
近
世
上
方

　
　
　
語
（
元
禄
期
以
来
）
は
、
対
者
・
他
者
の
動
作
に
い
う
。
　
（
『
上
方
語
源
辞
典
』
）

　
　
て
よ
る
「
て
い
よ
る
」
の
約
。
男
性
の
専
用
語
で
、
「
て
い
る
」
「
て
お
る
」
の
ぞ
ん
ざ
い
な
言
い
方
。
た
だ
し
第
三
者
の
動
作
に
い
う
。

　
　
　
「
嫁
は
ん
に
逃
げ
ら
れ
て
、
や
も
め
暮
し
し
テ
ヨ
ル
」
（
『
上
方
語
源
辞
典
』
）

　
で
は
、
ヨ
ル
の
近
世
で
の
用
例
を
次
に
挙
げ
る
。

　
　
①
さ
り
な
が
ら
大
方
ま
つ
済
み
よ
つ
た
が
、
一
部
始
終
を
聞
い
て
た
も
（
曾
根
崎
心
中
、
元
禄
一
六
・
一
七
〇
三
、
『
近
松
全
集
』
四
巻

　
　
　
＝
二
頁
、
岩
波
書
店
）
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②
圏
囮
箋
窃
い
ろ
く
の
事
を
い
ふ
て
き
よ
る
（
北
華
通
情
、
寛
政
六
・
一
七
九
四
、
『
洒
落
本
大
成
』
　
一
六
、
二
〇
四
頁
上
3
）

③
し
よ
る
　
し
を
る
也
。
来
を
る
を
き
よ
る
と
い
ふ
（
浪
花
聞
書
、
文
政
二
・
一
八
一
九
頃
、
日
本
古
典
全
集
）

卑
圖
何
を
い
ふ
ぞ
へ
角
が
い
つ
ち
り
く
つ
が
よ
い
芝
翫
と
い
ふ
や
つ
は
ゑ
ら
い
や
つ
じ
や
給
金
と
ら
ず
に
は
た
ら
き
刻
李
還
が
か
な

　
う
も
の
か
（
粋
の
曙
、
文
政
三
・
一
八
二
〇
、
『
洒
落
本
大
成
』
二
六
、
二
九
七
頁
上
1
2
）

⑤
匠
巴
わ
た
し
も
其
だ
め
ヲ
を
し
た
ら
。
新
ら
し
い
も
あ
た
ら
し
い
此
う
へ
な
し
。
そ
れ
で
も
こ
は
け
り
や
。
ど
く
味
に
さ
ん
じ
ま
せ
う

　
か
と
笑
ふ
て
ゐ
よ
つ
た
（
箱
ま
く
ら
、
文
政
五
・
一
八
二
二
、
『
酒
落
本
大
成
』
二
七
、
一
四
三
頁
上
1
5
）

⑥
わ
し
け
ふ
嶋
原
の
井
筒
屋
へ
い
た
ら
ゑ
ろ
あ
や
ま
つ
て
ゐ
よ
る
な
あ
初
手
の
よ
ふ
に
ぽ
ん
つ
き
よ
る
と
よ
こ
づ
ら
は
つ
て
や
ろ
と
お
も

　
た
に
ゑ
ろ
ー
ヘ
イ
く
い
ふ
た
よ
つ
て
か
ん
に
ん
し
て
や
つ
た
（
興
斗
月
、
天
保
七
・
一
八
三
六
、
『
洒
落
本
大
成
二
九
』
一
三
五
頁

　
上
1
5
～
1
6
）

⑦
梅
尾
の
べ
ら
ぼ
う
早
ふ
き
よ
る
と
よ
い
に
あ
し
た
一
ば
ん
り
く
つ
い
わ
ん
な
ら
ん
（
同
、
＝
二
六
頁
上
8
）

　
①
～
④
は
大
坂
の
例
、
⑤
～
⑦
は
京
都
の
例
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
待
遇
表
現
的
で
「
軽
卑
語
」
と
ま
と
め
て
も
よ
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
先
に
挙
げ
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
と
る
」

の
項
目
の
補
注
に
、
「
よ
る
」
に
つ
い
て
、
「
地
方
に
よ
っ
て
は
動
作
・
作
用
が
進
行
中
の
状
態
に
い
う
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
特
に
そ
の

よ
う
に
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
）
近
世
期
以
降
の
上
方
・
京
阪
で
は
、
ヨ
ル
は
基
本
的
に
は
軽
卑
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
、
と
ま

と
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
（
ト
ル
は
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
だ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
方
の
女
性
は
ヨ
ル
を
使
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
点
も
気
に
な
る
問
題
で
あ
る
が
、
①
（
話
者
・
徳
兵
衛
）
②
（
喜
多
市
）

④
（
露
雪
）
は
男
性
の
使
用
例
で
あ
る
が
、
⑤
「
箱
ま
く
ら
」
の
母
親
の
例
及
び
⑥
⑦
の
「
興
斗
月
」
の
例
（
話
者
は
義
太
夫
芸
子
浅
吉
）
は

女
性
の
使
用
例
で
あ
り
、
当
時
は
上
方
の
女
性
も
ヨ
ル
を
使
用
し
た
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、
日
本
語
史
の
中
で
ヨ
ル
の
記
述
を
行
う
場
合
、
手
順
と
し
て
、
先
の
近
世
上
方
語
の
記
述
か
ら
考
察
は
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
ヨ
ル
を
、
ア
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
的
意
味
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
必
要
が
出
て
く
る

で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
丹
羽
（
二
〇
〇
五
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
資
料
は
「
岐
阜
県
土
岐
市
・
愛
知
県
犬
山
市
及
び
江
南
市
の

も
の
で
あ
る
。
）

　
　
ユ
キ
ガ
フ
ッ
ト
ル
（
雪
が
降
っ
て
い
る
）

　
　
ユ
キ
ガ
ブ
リ
ョ
ー
ル
（
雪
が
降
り
つ
つ
あ
る
）

　
意
味
の
相
違
が
完
了
と
進
行
で
あ
れ
ば
、
フ
ッ
ト
ル
は
既
に
積
も
っ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
ブ
リ
ョ
ー
ル
は
今
降
っ
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
し
か
し
フ
ッ
ト
ル
は
降
っ
て
い
る
最
中
に
も
使
え
る
。
こ
の
場
合
に
ト
ル
が
使
え
る
の
は
動
詞
の
意
味
に
よ
る
の
で
あ
り
、
「
死
ぬ
」

な
ど
の
瞬
間
動
詞
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
こ
の
点
に
着
目
し
て
標
準
語
の
テ
イ
ル
が
動
詞
分
類
の
基
準
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
そ
の
前
に
「
降
る
＋
ト
ル
」
や
「
降
る
＋
テ
イ
ル
」
が
両
方
を
表
し
得
る
理
由
を
整
理
し
、
ヨ
ル
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
（
丹
羽
一
彌
『
日
本
語
動
詞
述
語
の
構
造
』
（
笠
間
書
院
）
九
四
～
九
五
頁
）

ヨ
ル
は
現
場
で
の
目
撃
情
報
で
あ
る
。
（
『
同
書
』
九
六
頁
）

　
近
畿
中
央
部
の
ヨ
ル
は
待
遇
表
現
に
使
わ
れ
る
が
、
待
遇
と
い
う
の
は
現
場
で
の
人
間
関
係
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

で
は
限
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
話
し
手
の
主
観
や
状
況
判
断
の
顕
れ
で
あ
る
。
（
『
同
』
九
七
頁
）

目
撃
と
ま
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（
な
お
、
こ
こ
で
の
「
近
畿
中
央
部
」
と
は
京
都
大
阪
を
中
心
と
す
る
地
域
を
指
す
も
の
と
考
え
る
べ
き
も
の
の
よ
う
で
、
例
え
ば
神
戸
方
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

な
ど
は
こ
こ
か
ら
は
ず
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
完
了
と
進
行
両
方
を
表
し
得
る
ト
ル
」
に
つ
い
て
工
藤
（
二
〇
〇
六
）
は
「
標
準
語
型
」

　
　
　
　
　
ハ
ゑ

と
言
っ
て
い
る
。
）

　
丹
羽
前
掲
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

　
従
来
の
説
の
話
が
難
し
く
な
る
の
は
、
ヨ
ル
の
持
つ
意
味
全
部
が
ト
ル
と
対
立
す
る
も
の
と
考
え
、
全
て
を
ア
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
所
与

の
意
味
範
疇
の
中
だ
け
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
理
論
で
説
明
で
き
な
い
食
い
違
い
が
あ
れ
ば
、
理
論
よ
り
事
実
を
優

先
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
事
実
を
詳
細
に
観
察
し
、
そ
れ
に
適
し
た
枠
組
み
を
帰
納
的
に
設
定
し
て
処
理
す
れ
ば
、
も
う

少
し
話
は
分
か
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
近
畿
以
東
の
方
言
の
ヨ
ル
の
意
味
や
職
能
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
分
野
か
ら
離
し
て

考
え
れ
ば
整
然
と
説
明
で
き
る
こ
と
が
多
い
。
一
般
化
と
か
他
の
言
語
と
比
べ
る
と
い
う
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ト
ル
と
ヨ
ル
は
ア
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
文
法
範
疇
の
中
で
対
立
し
て
い
る
形
式
で
は
な
い
。
ト
ル
は
実
現
状
態
の
継
続
と
い
う
客
観
的
な

ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
し
、
［
命
題
］
を
構
成
す
る
形
式
で
あ
る
。
ヨ
ル
の
方
は
現
場
で
の
目
撃
・
経
験
と
い
う
個
人
的
な
主
観
で
あ
り
、
［
判

断
］
を
構
成
す
る
形
式
で
あ
る
。
両
者
は
職
能
の
異
な
る
別
の
種
類
の
形
式
で
あ
る
。
（
『
同
』
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
）
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現
代
で
ト
ル
と
ヨ
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
方
言
全
て
に
、
こ
の
丹
羽
の
説
明
を
当
て
は
め
る
の
は
、
な
か
な
か
に
難
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
少
な
く
と
も
、
近
世
上
方
語
と
現
代
京
阪
（
を
中
心
と
す
る
）
方
言
及
び
東
海
方
言
で
は
、
こ
の
説
明
（
ト
ル
は
ア
ス
ペ
ク
ト
で
ヨ
ル
は

違
う
と
い
う
こ
と
）
を
十
分
念
頭
に
置
い
て
考
察
を
進
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
、
と
現
在
筆
者
は
考
え
て
い
る
。



四
　
西
日
本
方
一
一
一
一
口
に
見
ら
れ
る
「
ヨ
ル
」
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
西
日
本
方
言
の
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
で
は
、

ト
ル
　
完
了
（
結
果
の
継
続
）

ヨ
ル
　
進
行
（
状
態
の
継
続
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

の
意
味
・
用
法
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
の
ヨ
ル
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

◇
よ
る
［
助
動
］
　
動
詞
の
連
用
形
に
つ
い
て
、
動
作
主
を
軽
く
卑
し
め
る
意
を
表
し
、
ま
た
、
そ
の
動
作
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

　
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）
（
初
版
も
同
様
）

先
の
三
節
で
扱
っ
た
用
法
（
軽
卑
語
の
よ
う
な
場
合
）
と
、
西
日
本
方
言
で
の
用
法
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
記
述
か
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
保
科
は
、
ヨ
ル
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
（
な
お
、
保
科
は
「
関
西
」
と
い
う
言
葉
を
「
西
日
本
」

で
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
）

の
意
味

関
西
地
方
で
は
、
進
行
現
在
の
形
式
と
し
て
、
食
ヒ
居
ル
、
見
居
ル
（
実
際
の
発
音
に
お
い
て
は
食
イ
ヨ
ル
、
見
ヨ
ル
と
い
っ
て
居
る
）
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と
い
ふ
の
を
、
食
ッ
ト
ル
、
見
ト
ル
と
い
ふ
、
現
在
の
形
式
か
ら
区
別
し
て
用
ゐ
て
居
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
関
東
地
方
に
は
、
こ
の
区

別
が
殆
ど
存
在
し
な
い
。
例
へ
ば
、
猫
ガ
死
ニ
ヨ
ル
、
火
ガ
消
エ
ヨ
ル
と
、
猫
ガ
死
ン
ド
ル
、
火
ガ
消
エ
ト
ル
の
区
別
は
、
関
西
地
方
に

は
存
在
す
る
が
、
関
東
地
方
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
（
『
国
語
学
精
義
』
、
明
治
四
三
・
一
九
一
〇
、
同
文
館
、
二
八
八
頁
）

　
現
在
の
東
京
語
に
は
、
進
行
現
在
と
現
在
と
の
区
別
が
な
い
が
、
関
西
方
言
に
は
、
こ
の
区
別
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
の
で
、
此
習

慣
は
将
来
の
標
準
語
に
採
用
す
る
必
要
が
な
い
か
何
う
か
、
や
は
り
問
題
で
あ
ろ
う
。
例
へ
ば
、
関
西
地
方
で
は
、
猫
が
死
ニ
ヨ
ル
と
、

猫
が
死
ン
ド
ル
、
火
ガ
消
エ
ヨ
ル
と
、
火
ガ
消
エ
ト
ル
の
区
別
が
、
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
東
京
語
に
は
、
猫
ガ
死
ニ
ヨ
ル
、

火
ガ
消
エ
ヨ
ル
に
相
当
す
る
言
ひ
あ
ら
は
し
方
が
な
い
。
猫
ガ
死
ニ
カ
ケ
テ
居
ル
、
火
ガ
消
エ
カ
ケ
テ
居
ル
と
云
ふ
言
ひ
あ
ら
は
し
方
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
固
よ
り
同
一
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
こ
の
進
行
現
在
の
形
式
は
、
将
来
の
標
準
語
に
採
用
す
る
必
要

が
な
い
か
何
う
か
、
研
究
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
（
同
書
、
四
七
八
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
保
科
は
ト
ル
を
「
現
在
」
の
形
式
、
ヨ
ル
を
「
進
行
現
在
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ

の
形
式
と
し
て
捉
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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五
　
お
わ
り
に

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
「
近
世
上
方
語
お
よ
び
京
阪
（
を
中
心
と
す
る
）
方
言
の
ヨ
ル
」
（
A
）
と
、
「
西
日
本
方
言
に
お
け
る
ヨ
ル
」
（
B
）

を
統
一
的
に
説
明
し
よ
う
と
考
え
て
き
た
が
、
そ
の
考
え
方
に
は
な
お
困
難
な
所
が
あ
り
A
の
ヨ
ル
と
B
の
ヨ
ル
は
別
物
と
捉
え
て
考
察
を
進

め
て
い
く
ほ
か
は
な
い
、
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
A
は
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
と
い
う
よ
り
も
「
判
断
」
を
構
成
す
る
も
の
、
B
は
ア
ス
ペ
ク
ト

を
構
成
す
る
も
の
、
と
分
け
て
捉
え
る
考
え
方
を
取
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
現
在
は
判
断
し
て
い
る
。



　
と
こ
ろ
で
、
京
阪
地
区
の
ヨ
ル
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ

　
　
「
中
立
的
ア
ス
ペ
ク
ト
が
先
で
、
そ
れ
が
衰
退
し
て
待
遇
的
に
な
っ
た
」

な
ど
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
近
代
語
で
の
使
用
状
況
か
ら
は
、
う
ま
く
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
、
修

正
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
近
世
に
お
い
て
既
に
、
上
方
語
と
西
日
本
方
言
と
で
は
、
ヨ
ル
の
用
法
は
違
う
枠
組
み
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
と
な
っ
て
い
た

と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
方
向
で
考
え
、
検
討
を
進
め
る
べ
き
か
、
と
も
思
わ
れ
る
が
、
現
代
の
西
日
本
方
言
の
「
ア
ス
ペ
ク
ト
と
し
て
の
ヨ
ル
」

の
用
法
は
、
明
治
期
の
保
科
の
記
述
く
ら
い
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
の
中
央
語
と
の
関
連
を
文
献
上
捉
え
る
の
は
、
な

か
な
か
難
し
い
所
が
あ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注（
1
）
保
科
の
国
語
学
者
と
し
て
の
業
績
の
一
つ
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
ト
ル
」
と
「
ヨ
ル
」
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
も
う
一
点
、
「
言
文
一

　
致
」
に
つ
い
て
の
記
述
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
「
国
語
学
会
二
〇
〇
一
年
度
秋
季
大
会
研
究
発
表
会
発
表
要
旨
」
で
の
筆
者
の
記
述

　
を
い
ま
一
度
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
。

　
　
　
松
村
明
は
又
で
あ
る
V
調
の
言
文
一
致
体
の
文
章
す
な
わ
ち
口
語
体
が
東
京
語
の
一
つ
の
規
範
と
な
り
、
共
通
語
化
を
促
進
し
た
」
と
い
う
よ
う

　
　
　
な
記
述
を
し
て
お
り
（
『
増
補
江
戸
語
東
京
語
の
研
究
』
等
）
、
遠
藤
好
英
等
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
保
科
は
「
デ
ア
ル
」
に

　
　
　
つ
い
て
「
散
文
か
韻
文
に
の
み
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
談
話
に
は
決
し
て
あ
ら
わ
れ
な
い
」
と
し
、
「
言
文
一
致
艦
は
た
と
ひ
言
文
の
懸
隔
を
取
り

　
　
　
去
る
の
が
主
要
な
る
目
的
で
あ
る
と
し
て
も
（
略
）
、
言
文
は
何
処
ま
で
も
唯
談
話
す
る
通
り
に
か
き
あ
ら
は
し
た
も
の
と
い
ふ
の
は
、
俗
説
で
あ

　
　
　
る
（
『
国
語
学
精
義
』
）
と
す
る
。
松
村
は
上
記
著
書
に
、
保
科
の
「
尾
崎
紅
葉
の
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
等
に
お
い
て
は
精
煉
修
琢
を
加
へ

　
　
　
た
立
派
な
東
京
語
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
の
記
述
を
引
い
て
い
る
の
だ
が
、
雅
俗
折
衷
体
の
作
品
『
金
色
夜
叉
』
を
ど
う
し
て
保
科
が
挙
げ

　
　
　
て
い
る
の
か
、
意
図
の
理
解
が
不
十
分
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
言
文
一
致
体
を
完
成
し
た
作
品
と
さ
れ
る
『
多
情
多
恨
』
に
お
い
て
、
地
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の
部
分
に
古
語
的
な
表
現
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
も
、
理
解
が
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
。
保
科
は
『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
両

　
　
　
作
品
共
に
「
地
の
文
」
と
「
会
話
文
」
は
違
う
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
両
作
品
の
「
会
話
部
分
」
を
指
し
て
「
立
派
な
東
京
語
」
と
言
っ
た
の

　
　
　
で
あ
り
、
そ
こ
を
も
う
一
度
考
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
研
究
も
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
『
国
語
学
二
〇
八
号
』
〈
二
〇
〇
二
年
一
月
〉
一
六
三

　
　
　
頁
）

（
2
）
近
代
語
研
究
に
お
い
て
は
、
特
に
「
近
世
語
」
の
研
究
の
面
に
お
い
て
、
「
江
戸
前
期
上
方
語
」
だ
の
「
江
戸
後
期
江
戸
語
」
だ
の
と
い
っ
た
用
語
で

　
の
研
究
発
表
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ぜ
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
「
近
世
」
と
い
う
用
語
を
用
い
な
い
の
か
、
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

　
二
〇
〇
六
年
春
季
大
会
の
発
表
で
も
、
「
江
戸
」
と
し
て
上
方
資
料
を
扱
っ
て
い
る
発
表
が
見
ら
れ
た
り
も
し
た
。

（
3
）
神
戸
市
方
言
の
ヨ
ル
（
ヨ
ー
）
は
中
立
的
ア
ス
ペ
ク
ト
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
〈
進
行
〉
（
状
態
の
継
続
）
を
表
す
と
い
う
。
（
久
木
田
恵
氏
の
御
教
示

　
に
よ
る
）
。

（
4
）
工
藤
真
由
美
の
記
述
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
京
阪
方
言
で
は
、
人
の
存
在
を
表
す
の
に
「
イ
ル
（
イ
テ
ル
）
」
「
オ
ル
」
と
い
う
二
つ
の
存
在
動
詞
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式

　
　
　
も
、
シ
テ
ル
と
シ
ト
ル
の
二
つ
の
形
式
が
、
文
体
差
、
待
遇
差
、
感
情
・
評
価
性
の
違
い
を
伴
い
つ
つ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
シ
テ
ル
で
あ
ろ
う
と

　
　
　
シ
ト
ル
で
あ
ろ
う
と
く
進
行
V
〈
結
果
〉
の
両
方
を
表
す
と
い
う
点
で
は
、
西
日
本
方
言
型
で
は
な
く
標
準
語
型
で
あ
る
。
（
『
方
言
の
文
法
』
〈
シ

　
　
　
リ
ー
ズ
方
言
学
2
＞
二
〇
〇
六
年
、
岩
波
書
店
、
「
第
三
章
　
ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
」
一
〇
四
頁
）

（
5
）
例
え
ば
工
藤
真
由
美
編
『
日
本
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
・
テ
ン
ス
・
ム
ー
ド
体
系
』
に
は
、

　
　
　
京
阪
地
区
を
除
く
西
日
本
の
広
い
地
域
に
分
布
す
る
方
言
で
は
、
〈
進
行
V
は
「
桜
の
花
が
散
り
よ
る
（
散
り
よ
ー
、
散
り
ゆ
ー
）
、
〈
結
果
V
は
「
桜

　
　
　
の
花
が
散
っ
と
る
（
散
っ
ち
ょ
る
、
散
っ
と
：
）
の
よ
う
に
、
別
の
形
式
で
表
し
分
け
る
。
（
『
同
書
』
二
頁
、
二
〇
〇
四
年
、
ひ
つ
じ
書
房
）

　
と
あ
る
。

（
6
）
こ
の
記
述
で
の
ヨ
ル
は
、
先
の
丹
羽
の
い
う
「
現
場
で
の
目
撃
・
経
験
と
い
う
個
人
的
な
主
観
で
あ
り
、
〈
判
断
〉
を
構
成
す
る
形
式
」
を
指
し
て
い

　
る
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
も
う
少
し
検
討
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
科
の
い
う
「
標

　
準
語
へ
の
採
用
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
た
い
と
思
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

（
7
）
例
え
ば
中
井
精
一
「
上
方
お
よ
び
そ
の
近
隣
地
域
に
お
け
る
オ
ル
系
「
ヨ
ル
」
・
「
ト
ル
」
の
待
遇
化
に
つ
い
て
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
説
明
で
あ
る
。

　　　一一



　
　
「
ヨ
ル
」
と
「
ト
ル
」
に
つ
い
て
は
、
感
覚
的
「
ヨ
ル
」
の
方
が
軽
卑
度
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
に
お
い
て
進

　
　
行
と
結
果
の
区
別
を
な
く
し
同
一
の
形
式
で
表
現
さ
れ
る
過
程
で
、
「
ヨ
ル
」
が
消
滅
し
「
ト
ル
」
に
一
本
化
す
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
つ
ま

　
　
り
「
ヨ
ル
」
が
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
を
失
い
、
い
ち
早
く
待
遇
的
マ
ー
ク
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
ト
ル
」
は
ア
ス
ペ
ク
ト
性
を
よ
り
遅
く
ま
で

　
　
保
持
し
て
き
た
た
め
、
感
覚
的
「
ヨ
ル
」
の
方
が
軽
卑
度
が
強
い
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
語
変
化
の
大
き
な
方
向

　
　
性
と
し
て
は
オ
ル
系
「
ヨ
ル
」
「
ト
ル
」
は
と
も
に
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
か
ら
待
遇
表
現
の
そ
れ
に
移
行
し
て
お
り
、
オ
ル
系
「
ヨ
ル
」
「
ト
ル
」
と

　
　
し
て
一
括
し
て
扱
い
た
い
。
（
『
国
語
語
彙
史
研
究
二
一
』
〈
二
〇
〇
二
年
、
和
泉
書
院
〉
左
二
八
頁
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
ヨ
ル
」
は
上
方
語
で
は
当
初
か
ら
待
遇
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ス
ペ
ク

ト
性
の
消
滅
云
々
を
論
ず
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
（
「
ト
ル
」
の
待
遇
化
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
）
筆
者
は
上
方
語
の
「
ヨ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
方
向
と
し
て
は
丹
羽
の
立
場
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
述
べ
て
お
く
。
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